
スクールバス運行事業 35人学級 共生のまち

PPI

原案賛成

民法違反

燃料費高騰

教員不足 働き方改革PFI ムツゴロウ寄贈資料1万5千点

婦人会

86億円
クロアチア

原案反対刺股 高齢者の孤立化　

観光客の増加 部活動地域移行

バーケービラ

食料品アクセス問題

公共施設の老朽化

民間委託
負担軽減こども園係新設

銀行手数料

待機児童解消

放置車両 道路亀裂沈下

有形無形の財産 文化的価値の根拠

米粉

SDGs

護佐丸 コミュニティ・スクール

農地の転用

無賃金残業

議会だより103号から表紙ページにシーサーを載せていますが、
村民の皆さまの無病息災を願うことと村内陶芸家の紹介を目的としています。

議会HPは
コチラから
Check!

3月
定例議会

令和５年

105号
2023年
5月発行

きたなかぐすくそん

北中城村
議
会
だ
よ
り

■目次
令和５年度一般会計予算内訳・予算質疑
シリーズ村民の声：
　明日のわくわく見えてきた
一般質問
議長の部屋・職人さんこんにちは

2～3P

4～5P
6～19P

20P

●

●

●

●

みんナでヨもうよ！みんナでヨもうよ！

みなさん！

何が議論されているか
何を進めようとして
いるか

北中城村で

知っていますか！
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中
城
村
と
の
寄
贈
資
料
の

維
持
管
理
や
使
用
料
、展
示

の
仕
方
な
ど
協
議
す
べ
き
事

項
が
未
だ
多
く
あ
る
。現
段

階
に
お
い
て
時
期
尚
早
で
あ

り
、反
対
の
立
場
。

屋
良 

朝
春
　
議
員

　
議
会
は
予
算
執
行
に
あ
た

り
慎
重
審
議
が
大
前
提
。一

万
五
千
点
も
の
資
料
の
中
で
、

北
中
城
村
に
関
わ
る
も
の
が

十
数
点
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
事
業
の
文
化
的
価
値
や

有
益
性
な
ど
説
得
力
あ
る
根

拠
が
見
え
な
い
。そ
の
理
由
か

ら
反
対
の
立
場
。

喜
屋
武 

功
　
議
員

　
資
料
寄
贈
者
と
中
城
村
及

び
北
中
城
村
の
三
者
で
寄
贈

契
約
書
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

履
行
し
な
け
れ
ば
契
約
違
反
、

民
法
違
反
に
問
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
今
事
業
を
進

め
る
こ
と
に
賛
成
の
立
場
。

名
幸 

利
積
　
議
員

　
本
事
業
を
本
村
が
中
断
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
に
守
礼
の

邦
琉
球
の
有
形
無
形
の
財
産

を
失
う
恐
れ
が
あ
り
、今
後
の

中
城
村
と
の
信
頼
関
係
に
つ

い
て
も
心
配
に
な
る
こ
と
か

ら
、今
事
業
に
賛
成
の
立
場
。

山
田 

晴
憲
　
議
員

琉米歴史研究会寄贈資料整理負担金についての主な討論

令和５年度
一般会計予算の
ここを 問う！

原案への
修正

村民目線で予算を見る！議会力で問う！
北中城村の明日を創っていく新年度予算

様々な質疑が行われたので、抜粋要約して掲載する。

委員会で審議され賛成多数で可決された。

金
融
機
関
の

経
営
悪
化
の
余
波

役
場
窓
口
収
納
手
数
料

対
前
年
比
7
8
3
万
円
の

増
加
の
理
由
は
。

こ
れ
ま
で
免
除
さ
れ
て
い

た
振
替
手
数
料
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

燃
料
費
高
騰
の
影
響

中
城
村
北
中
城
村
清
掃

事
務
組
合
負
担
金
が
対
前

年
度
比
で
2
、4
0
7
万
円

増
の
理
由
は
。

電
力
調
達
価
格
の
高
騰

が
理
由
で
４
割
増
し
の
電

気
料
金
を
見
込
ん
で
い
る
。

深
刻
化
す
る
保
育
士
不
足

保
育
士
確
保
対
策
事
業

補
助
金
７
６
５
万
円
は
。

（
村
１
割
・
県
９
割
負
担
）

県
外
か
ら
誘
致
し
た
保

育
士
の
引
っ
越
し
費
用
等
の

助
成
に
な
る
。

未
普
及
地
域
へ
の

整
備
が
課
題

今
年
度
下
水
道
整
備
事

業
箇
所
は
。

屋
宜
原
エ
リ
ア
２
工
区
、

島
袋
エ
リ
ア
３
工
区
、安
谷

屋
エ
リ
ア
１
工
区
、和
仁
屋

エ
リ
ア
１
工
区
を
予
定
。

部
活
動
外
部
指
導
員

学
校
部
活
動
地
域
移
行

外
部
指
導
員
報
償
費
は
。

部
活
動
の
外
部
指
導
員

の
導
入
を
順
次
進
め
て
い

く
。1
、6
0
0
円
×
６
h
×

35
週
×
５
人
で
1
6
8
万
円

に
な
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
委
託
料

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業

務
の
安
全
面
と
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
心
配
だ
。

令
和
５
年
９
月
か
ら
小

学
校
遠
方
地
域
へ
の
登
校
時

バ
ス
運
行
と
朝
１
便
の
増
便

を
実
施
。

　
ま
た
、委
託
す
る
こ
と
で

安
定
的
な
運
転
手
の
確
保

と
安
全
運
行
業
務
の
仕
組

み
の
強
化
を
図
る
。

問答

問答問答問答

問答 問答

山
田
　
晴
憲

名
幸
　
利
積

比
嘉
　
義
弘

喜
屋
武 

す
ま
子

　上
間
　
堅
治

大
城
　
律
也

伊
集
　
守
吉

喜
屋
武
　
功

平
安
山 

和
美

比
嘉
　
正
志

比
嘉
　
　
悟

屋
良
　
朝
春

川
上
　
龍
太

××◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

琉米歴史研究会寄贈資料整理負担金：原案に対して反対多数
審議の結果

原案に対して

反　対

山
田
　
晴
憲

名
幸
　
利
積

比
嘉
　
義
弘

喜
屋
武 

す
ま
子

　上
間
　
堅
治

大
城
　
律
也

伊
集
　
守
吉

喜
屋
武
　
功

平
安
山 

和
美

比
嘉
　
正
志

比
嘉
　
　
悟

屋
良
　
朝
春

川
上
　
龍
太

◯◯◯◯×◯◯◯◯×◯◯×

スクールバス運行委託料：原案に対して賛成多数
審議の結果

原案に対して

賛　成

◯：賛成
×：反対
※議長は採決に
　加わりません

本会議で審議され原案賛成の討論と原案反対の討論をした。
琉米歴史研究会寄贈資料整理負担金

スクールバス運行委託料
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令和5年度 各会計当初予算額過去8年間の一般会計当初予算の推移

12,569,344千円

8,600,000千円

2,293,298千円

242,456千円

574,451千円

859,139千円

予算額

合計

会計名10,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

9,349

1,935

6,823

2,259

7,151

2,328

7,960

2,343

8,211

2,395

8,592

2,523

8,060

2,483

8,600

2,603

村税当初予算額
H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

（単位：百万円）

　令和5年3月定例議会は3月3日から24日までの22日間の会期で開かれ、令和5年度当初予算をはじめ、条例の
改正や教育委員会委員の任命等の審議が行われた。一般会計の歳入歳出予算の総額は86億円で、前年度に比べ
5億4千万円（6.7％）増額となった。歳入においては、ほとんどの項目で増額になっており、繰入金が1.5億円
（36.9％）の増で、主に財政調整基金繰入金がその割合を占めている。国庫支出金が1．4億円（10.3％）の増、村税
が1．2億円（4．8％）の増となっている。歳出においては、北中城小学校トイレ改修工事及び北中城小学校擁壁工
事、基地内文化財発掘調査等委託（教育費）、村道北中城高校127号線道路護岸整備工事（土木費）等の影響で前
年度に比べ増額となった。
　また、今年度福祉課の中にこども園係が新設され、児童福祉政策の強化が期待される。

86.0億円
歳出

総務費 17.6％
15.1億円

民生費 36.4％
31.3億円衛生費 11.2％

9.6億円

農林水産業費 1.6％
1.4億円

商工費 1.8％
1.6億円

土木費 6.3％
5.4億円

消防費 3.2％
2.8億円

教育費 15.5％
13.4億円

公債費 5.0％
4.3億円

予備費等 0.2％
0.2億円 議会費 1.1％

1.0億円

86.0億円
歳入

村税 30.3％
26.0億円

繰入金 6.6％
5.7億円

その他 5.4％
4.6億円

地方交付税 16.4％
14.1億円

国庫支出金 17.6％
15.1億円

県支出金 11.5％
9.9億円

村債 1.7％
1.4億円

譲与税及び
各種交付金 5.9％

5.1億円

施設等所在市町村
調整交付金等 3.8％

3.2億円 諸収入 0.9％
0.8億円

令和5年度一般会計予算86億円（対前年度比6.7％増）

一般会計予算 86億円の内訳

主
な
事
業

出産・子育て
応援交付金

第9次高齢者保健福祉
計画策定業務

北中城小学校トイレ
改修工事

放課後児童健全
育成事業

8,178万円1億1,029万円394万円1,650万円

下水道事業会計

水道事業会計

後期高齢者医療
特別会計

国 民 健 康 保 険
特別会計

一 般 会 計



①映画鑑賞。
②観光客の増加。
③農地転用をしやすくしてほしい。

①障がい者施設を作りたい。米粉の商品を作りたい。　
　手作りラーメンを週一でカフェで提供したい。
②イベントを自粛していたので活発に活動したい。
③魅力的な村を一緒に創りたい。

①花壇づくり、がんじゅう会、自彊術、フラダンス、パッチワー
ク等にチャレンジして楽しんでいる。
②ハンガリーやクロアチアを旅したい。イギリス式ガーデン
を見たい。
③健康長寿を伸ばす取組み、小学校から健康づくりを進める。
　命の教育を大切にする、性教育を取り入れる。うちなーぐ
　ちを学校教育に取り入れる。
　農地を住宅地に変えていってほしい。

①夢：家族で海の綺麗な国に１ヶ月間行きたい。
②大人も子どもも楽しめる公園を充実してほしい。
③住んでいてとても住みやすいと感じます。自然もあり、
スーパーや病院もあり全てが丁度いい。北中城村と言
えば、かわいいカフェがたくさんあると言われるので、こ
のおしゃれさを発信できればいろんな人が来るのかな
と思う。

伊佐 常大さん
50代 熱田在住 自営業

いさ つねひろ

比屋根 キヨ子さん
ひやね きよこ

70代 瑞慶覧在住 元保健師

亀山 元さん
40代 仲順在住 ケアマネジャー・パン屋店主

かめやま げん

仲眞 美帆さん
30代 熱田在住 陶器作家

なかま みほ

明日も
きっとちむどんど

ん！

明日も
きっとちむどんど

ん！

あなたの笑顔が
北中城村の幸せ  プラス
あなたの笑顔が

北中城村の幸せ  プラス
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①あなたの夢、今やり
たいこと（マイブー
ム）は何ですか。
②コロナ明けに期待す
ること。
③新年度村に期待する
こと、望むこと。

①子ども向けの自然体験広場を作りたい。
②経済回復と、子ども達が楽しめるイベントの回復（コロナ
禍で子どもが外で遊ぶ機会や人と接する機会が減った事
で健全とは言えない状態が続いたので。） 
③役場の方々には畑の整備から手続き処理などお力をお借
りした。引き続き指導を仰ぎたい。

①子どもの少年野球のサポート、大変だけど楽しんで
いる。

②マスクなしで早く皆で集まれること。
③野球場や陸上競技場など、総合運動施設があったら
いいな。

山内 みのりさん
北中城小学校4年生 安谷屋在住

やまうち

 比嘉 勲さん
ひが いさお

40代 荻道在住 軍雇用員

 仲眞 秀哉さん
30代 喜舎場在住 きくらげ農家

なかま しゅうや

こんなのあ
ったら

楽しいね！

シリーズ村民の声シリーズ村民の声

①ムツゴロウさんみたいになりたい。
　組踊執心鐘入3回連続の出演を目指している。
②おしゃべりしながらの給食。
③小学校行きのバスがほしい。

〈4〉
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今
年
で
40
年
を
迎
え
る

村
立
中
央
公
民
館
の
施
設

更
新
に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。　公

共
施
設
の
総
合
管
理

計
画
の
中
で
、建
て
替
え

の
方
向
で
検
討
と
な
っ
て
い
る

が
、実
施
の
時
期
等
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
。

　
村
民
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
仲
間
づ
く
り
に
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
施
設

で
あ
る
。計
画
的
に
進
め
な
い
と

村
民
体
育
館
の
よ
う
な
完
成
ま

で
空
白
期
間
が
あ
っ
て
は
い
け

な
い
と
思
う
が
。

　基
金
積
立
等
を
行
い
、

計
画
的
な
公
共
施
設
の
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
中
央
公
民
館
の
機
能
程

度
の
施
設
に
見
直
し
す
る

多
目
的
ア
リ
ー
ナ（
仮
称
）は
中

央
公
民
館
の
代
替
施
設
で
は
な

い
の
か
。

北中城村議会　3月定例議会　一般質問

公共施設の老朽化対策は
村長　計画的な公共施設の整備に努めたい

金
を
積
立
て
適
宜
財
源
が
確
保

で
き
次
第
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
島
袋
児
童
館
の
改
修
工

事
等
は
。

　状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら

改
築
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

　
日
ご
ろ
か
ら
村
の
責
務

と
し
て
適
正
か
つ
安
定
的

な
ご
み
収
集
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。し
か
し
、

村
内
の
人
口
増
加
に
伴
う
収
集

箇
所
や
収
集
量
が
増
加
し
て
い

る
現
状
を
考
慮
し
、定
期
的
に
委

託
料
の
見
直
し
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

　お
お
む
ね
5
年
を
目
途

に
積
算
要
領
の
作
成
を
し

て
い
る
。

ご
み
の
収
集
業
務
と

減
量
化
対
策
は

築40年の老朽化が進む村立中央公民館

座右の銘
思い立ったが吉日

趣味
料理

特技
洗濯物干し

比嘉 悟　議員
ひが 　　 さとる

用
語
説
明

※
S
D
G
ｓ
と
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」の
意
味
で
、世
界
中
に
あ

る
環
境
問
題
、差
別
、貧
困
、人
権
問
題
な
ど
を
2
0
3
0
年
ま
で
に
解

決
し
て
い
こ
う
と
い
う
計
画
目
標
。

答 答

問問問 答答

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
で
物

価
高
や
燃
料
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
社
会
情

勢
等
状
況
に
応
じ
て
、早
め
の
見

直
し
は
出
来
な
い
の
か
。

　今
後
、色
々
な
情
勢
の

変
化
に
よ
っ
て
は
可
能
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
地
球
環
境
を
守
る
た
め
、

将
来
世
代
へ
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
、ご
み
の
減
量
化
は
重

要
な
課
題
だ
と
思
う
。一
人
一
人

が
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
自
分
ご
と
と
考

え
る
時
期
に
来
て
い
る
。私
た
ち

が
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
減
量
化

は
き
ち
ん
と
分
別
し
、リ
サ
イ
ク

ル
や
リ
ユ
ー
ス
を
増
や
す
こ
と

だ
と
思
う
が
、村
は
ど
う
お
考

え
か
。

　ご
み
の
減
量
化
は
、自

治
体
と
し
て
も
考
え
る
べ

き
で
、分
別
を
拡
大
す
る
の
か
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。住
民
へ

の
啓
発
等
努
め
て
い
き
た
い
。

　そ
の
代
替
施
設
に
な
る

の
か
、改
め
て
中
央
公
民

館
を
整
備
し
直
す
の
か
、現
状

に
お
い
て
、ま
だ
決
定
は
し
て

い
な
い
。

　
若
松
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
施
設
整
備
計
画
は
。

　テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
き

ま
し
て
は
、整
備
費
用
が

か
な
り
高
く
、防
衛
の
補
助
、基

問

問

答

問

答答 問

答

問

詳細は
動画から
チェック!
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北中城村議会　3月定例議会　一般質問

●公共施設について
●ごみ収集業務について

比
嘉 

悟
　議
員

●村道1号線（仲順～屋宜原線）の現
状と問題について

●公営墓地の現状について

伊
集 

守
吉
　議
員

●部活動の地域移行について
●障害者優先調達推進法に関する本
村の方針や実績について

川
上 

龍
太
　議
員

●文化行政の振興と人材育成について
●子どもや学校に関わる安全上の指
導と取組みについて

●まちづくり懇談会の開催について

喜
屋
武 

功
　議
員

●超高齢社会における高齢者の社会
的孤立について

●県内学校での教員不足について
●令和5年度施政方針関連質問

大
城 

律
也
　議
員

●防災ボランティアについて
●人事評価制度と会計年度任用職員
の身分の保障

上
間 

堅
治
　議
員

●自治体財政について
●施政方針
　安全、安心な地域づくりについて
●沖縄電力ガス管工事

名
幸 

利
積
　議
員

●通学路等の安全対策について
●会計年度任用職員の処遇について
●40人学級へ増員の可能性について

比
嘉 

正
志
　議
員

●子ども達の安全安心について
　1.学校現場について
　2.学童保育・保育サービスについて
　3.新型コロナウイルス感染症について

山
田 
晴
憲
　議
員

●婦人会について
●村の建築土木等の業界について
●放置車両等について
●シルバー人材について
●公営墓地について

比
嘉 

義
弘
　議
員

●陸上競技場について
●施政方針について
●熱田漁港の道路整備について

屋
良 

朝
春
　議
員

●役場庁舎敷地内（県道側）の植栽に
ついて
●40人学級と教職員の働き方改革に
ついて

喜
屋
武 

す
ま
子
　議
員 ●令和5年度施政方針について

●教職員の働き方改革について

平
安
山 

和
美
　議
員

インターネット中継　録画配信もやっています
議会に来ませんか

村政を問う！
令和5年3月　定例議会

●各議員氏名上のQRコードから
　動画がご覧いただけます

●一般質問の議会要約文は本人執筆、
　議会広報委員会でチェックして掲載

●村の様々な取組や課題等について､議員が
　提案も含めて､村に考えを聞くのが｢一般質問」

一般質問者
13名が登壇しました

な
こ
う
　  と
し
つ
む

ひ
が
　  さ
と
る

い
じ
ゅ
　  し
ゅ
き
ち

か
わ
か
み
　り
ょ
う
た

き
ゃ
ん
　 

　い
さ
お

お
お
し
ろ
　 り
つ
や

う
え
ま
　  け
ん
じ

へ
ん
ざ
ん
　  

　か
ず
み

ひ
が
　    

ま
さ
し

や
ま
だ 
　は
る
の
り

ひ
が 

　  よ
し
ひ
ろ

や
ら 

　  と
も
は
る

き
ゃ
ん

　
　す
ま
こ

14P

15P

16P

17P

18P

19P

7P

8P

9P

10P

11P

12P

13P



〈9〉

　ス
ポ
ー
ツ
庁
は
令
和
5

年
度
か
ら
3
年
間
を
改
革

推
進
期
間
と
し
て
、特
に
公
立
中

学
校
の
運
動
部
に
お
け
る
休
日

の
活
動
か
ら
地
域
な
ど
外
部
に

移
行
す
る
こ
と
を
提
言
。そ
の
背

景
は
少
子
化
と
教
員
の
働
き
方

改
革
で
あ
る
。そ
こ
で
、北
中
城

中
学
校
の
現
在
の
活
動
実
績
を

伺
う
。

　現
在
22
の
部
活（
運
動

部
）が
設
置
、2
7
3
名
の

生
徒
が
籍
を
置
く
。

　部
活
動
地
域
移
行
を
実

施
す
る
上
で
現
在
の
対

策
は
。

　体
育
協
会
、文
化
協
会

等
と
連
携
し
、令
和
5
年

度
に
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、様
々

な
角
度
か
ら
検
討
し
、徐
々
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

部
活
動
指
導
員
の
導
入
も
想
定

し
て
、令
和
5
年
度
か
ら
報
償
費

を
予
算
に
組
ん
で
指
導
員
確
保

を
目
指
し
て
い
く
。

北中城村議会　3月定例議会　一般質問

部活動の地域移行への取り組みは
村長　その趣旨に沿った
　　　運営の仕方をしていきたい　

む
多
様
な
展
開
に
つ
い
て
、予
算

や
教
育
的
な
配
慮
が
で
き
る
人

材
の
確
保
を
念
頭
に
計
画
実
施

し
て
い
く
。ス
ポ
ー
ツ
指
導
経
験

者
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
研
修

を
受
け
て
資
格
を
取
っ
て
も
ら

う
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

　こ
の
法
律
は
平
成
25
年

に
施
行
さ
れ
た
が
、県
に

お
い
て
も
実
績
が
上
が
っ
て
い

な
い
。本
村
の
方
針
や
実
績
は
。

　年
度
ご
と
に
村
障
害
者

優
先
調
達
推
進
方
針
を
定

め
、平
成
29
年
度
7
件
、平
成
30

年
度
4
件
、令
和
元
年
度
2
件
、

令
和
2
年
度
1
件
、令
和
3
年
度

1
件
。公
園
の
清
掃
業
務
委
託
、

花
の
苗
の
購
入
、E
M
一
時
培
養

液
の
作
成
委
託
料
等
の
実
績
が

部活動地域移行が進められる北中城中学校

座右の銘
初志貫徹

趣味
少年サッカー指導

特技
サッカープレイ

川上 龍太　議員
かわかみ  りょうた

用
語
説
明

※「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」
　障
害
者
就
労
施
設
で
就
労
す
る
障
害

者
や
在
宅
で
就
業
す
る
障
害
者
の
経
済
面
の
自
立
を
進
め
る
た
め
、公

機
関
が
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
際
、優
先
的
、積
極
的
に
購
入
す

る
こ
と
を
推
進
す
る
た
め
制
定
。

答

問問 答答

あ
る
。

　や
り
方
に
よ
っ
て
は
予

算
削
減
や
S
D
G
s
の

テ
ー
マ「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」に
も
関
わ
る
。今
後
の
方
針

や
考
え
は
。　庁

内
周
知
、各
課
で
登

用
を
進
め
、村
内
・
近
隣
事

業
者
と
も
連
携
し
、受
注
可
能
な

業
務
を
調
整
、促
進
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　全
国
的
な
研
究
実
績

を
み
て
も
、受
け
皿
体
制

の
確
保
が
難
し
い
。今
後
の
考
え

や
方
針
は
。

　全
国
の
取
組
先
行
事

例
を
調
べ
な
が
ら
、県
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
も
活
用
し
、

検
討
し
た
い
。ま
た
、社
会
体
育

事
業
と
の
連
携
、文
化
活
動
を
含

問

答

問

答 問

※
障
害
者
優
先
調
達

推
進
法
に
関
す
る
本

村
の
方
針
や
実
績
は

詳細は
動画から
チェック!
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北中城村議会　3月定例議会　一般質問

座右の銘
特になし

趣味
ゲートボール

特技
卓球

伊集 守吉　議員
いじゅ　　しゅきち

村
道
1
号
線
の
現
状
は
問
題
だ

村
長
　何
か
改
善
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い危険な箇所が多い村道1号線

　屋
宜
原
入
口
の
交
差
点

は
国
道
と
の
高
低
差
で
改

修
す
る
の
は
難
し
い
と
前
回
答

弁
し
て
い
た
。し
か
し
、大
型
車

両
等
が
左
折
で
き
な
い
状
況
で

い
い
の
か
、何
か
い
い
方
法
は
な

い
か
検
討
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、

4
年
前
に
亀
裂
や
沈
下
を
補
修

し
た
が
、ま
た
起
き
始
め
て
い

る
。※
村
道
1
号
線
は
村
内
外
多

く
の
方
々
が
利
用
し
、子
ど
も
達

の
通
学
路
で
も
あ
り
最
も
重
要

な
村
道
で
あ
る
。抜
本
的
な
改
修

計
画
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

　屋
宜
原
入
口
の
改
修
に

つ
い
て
は
現
在
あ
や
か
り

の
杜
か
ら
国
道
ま
で
の
概
略
設

計
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。亀
裂

や
沈
下
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
補
修
等
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　村
道
1
号
線
の
1
日
の

交
通
量
を
調
査
し
た
こ
と

は
あ
る
か
伺
う
。

　令
和
2
年
度
に
実
施
し

た
。平
日
の
7
時
か
ら
19
時

ま
で
の
12
時
間
交
通
量
が

2
、6
4
8
台
、24
時
間
換
算
で

3
、2
3
1
台
と
な
っ
て
い
る
。

　屋
宜
原
か
ら
喜
舎
場
向

け
右
側
の
丸
い
ホ
テ
ル

だ
っ
た
付
近
の
カ
ー
ブ
は
、上
か

ら
来
る
車
と
下
か
ら
来
る
車
は

す
れ
違
う
ま
で
見
え
な
い
。カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
が
必
要
だ
と

思
う
が
。　何

よ
り
も
安
全
運
転
の

意
識
の
改
革
、何
か
改
善

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　あ
や
か
り
の
杜
か
ら
喜

舎
場
に
抜
け
る
道
路
の
真

上
ま
で
木
の
枝
が
生
い
茂
っ
て

い
る
。村
当
局
で
何
と
か
で
き
な

い
か
。

　村
の
管
理
地
内
に
生
え

て
い
る
の
は
村
で
対
応
し

て
い
る
。民
有
地
か
ら
は
み
出
し

て
く
る
場
合
は
地
主
に
お
願
い

し
対
応
し
て
も
ら
う
。民
有
地
の

管
理
者
も
含
め
て
健
全
な
状
況

が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

　第
2
期
募
集
は
い
つ
頃

を
予
定
し
て
い
る
か
。

　7
月
頃
を
予
定
し
て

い
る
。

　公
営
墓
地
の
開
館
時
間

が
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
で
は
時
間
が
短
い
と
思

う
。清
明
祭
も
控
え
午
後
5
時
で

は
暑
い
時
間
帯
で
の
墓
参
り
に

な
る
。午
後
6
時
ま
で
延
長
す
る

必
要
は
な
い
か
。ま
た
、本
土
に

住
み
休
暇
で
帰
省
し
祖
先
の
墓

参
り
や
新
し
い
お
墓
を
見
た
い

と
思
う
方
々
も
い
る
と
思
う
。12

月
31
日
ま
で
開
館
す
べ
き
だ
と

思
う
が
。　公

営
墓
地
検
討
委
員
会

で
確
認
し
た
の
で
4
月
か

ら
は
午
後
6
時
ま
で
と
す
る
。ま

た
、他
市
町
村
の
状
況
も
調
査
し

村
民
の
声
も
踏
ま
え
て
検
討
し

て
判
断
し
た
い
。

問答

問

問問

問

問

答

答

答

答

答

公
営
墓
地
の
現
状
は

用
語
説
明

※
村
道
1
号
線
と
は
、琉
球
銀
行
北
中
城
支
店
横
か
ら
喜
舎
場
山
頂
、あ

や
か
り
の
杜
図
書
館
を
通
り
国
道
3
3
0
号
線（
屋
宜
原
）と
交
差
す
る

ま
で
の
道
路
。

詳細は
動画から
チェック!
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本
村
も
令
和
２
年
に
お

い
て
24
・
1
％
で
あ
り
、

※
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
、高
齢

者
の
孤
立
が
社
会
問
題
化
し
て

い
る
。高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
占

め
る
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。令

和
２
年
時
点
で
高
齢
夫
婦
世
帯

が
５
６
８
世
帯
。高
齢
者
単
独
世

帯
が
６
０
２
世
帯
と
な
っ
て
い

る
。「
外
出
が
な
い
」「
近
所
付
き

合
い
が
な
い
」等
、地
域
社
会
へ

の
関
わ
り
の
希
薄
さ
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。行
政
の
福
祉
制
度
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
様
々
な
理
由

で
利
用
し
て
い
な
い
実
態
が
あ

る
。社
会
的
孤
立
の
背
景
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
が
見
解
を

伺
う
。　

本
村
で
は
高
齢
者
世
帯

の
増
加
だ
け
で
な
く
、令

和
２
年
度
国
勢
調
査
に
お
い
て
、

高
齢
者
単
独
世
帯
数
が
高
齢
者

夫
婦
世
帯
の
数
を
超
え
て
い
る

た
め
、社
会
的
孤
立
の
問
題
は
と

て
も
重
要
で
あ
る
。孤
立
死
対
策

北中城村議会　3月定例議会　一般質問

高齢者の社会的孤立を防げ
村長　地域住民と連携していく

　
食
料
品
の
買
い
物
に
不

便
や
苦
労
の
あ
る
高
齢
者

が
顕
在
化
し
て
い
る
。本
村
は
、

大
型
商
業
施
設
の
発
展
が
大
き

な
便
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
。し

か
し
、地
域
で
は
、集
落
内
の
商

店
が
閉
鎖
さ
れ
、そ
こ
に
居
住
す

る
高
齢
者
等
が
食
料
品
の
買
い

物
に
不
便
を
き
た
し
て
い
る
。こ

の
状
況
は「
食
料
品
の
ア
ク
セ
ス

問
題
」と
捉
え
て
、重
要
な
行
政

課
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。見
解
を
伺
う
。

　
食
料
品
ア
ク
セ
ス
問
題

に
つ
い
て
は
、本
村
に
お

い
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。対
策
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
は
じ
め

と
し
た
交
通
手
段
の
確
保
や
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生
活

支
援
、民
間
事
業
者
買
い
物
支

援
、移
動
販
売
サ
ー
ビ
ス
等
の
活

用
な
ど
、地
域
住
民
と
連
携
し
て

継
続
的
な
取
り
組
み
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

「福祉のまちづくり」で様々な活動をする
北中城村総合社会福祉センター

座右の銘
一喜はしても一憂はしない

趣味
地域活動での
コミュニケーション

特技
時間を守ること

大城 律也　議員
おおしろ   りつや

用
語
説
明

※
日
本
の
高
齢
化
の
動
向
　
高
齢
化
の
進
行
具
合
を
示
す
言
葉
と
し

て
、65
歳
以
上
の
人
口
が
全
人
口
に
対
し
て
７
％
を
超
え
る
と「
高
齢
化

社
会
」、14
％
を
超
え
る
と「
高
齢
社
会
」、21
％
を
超
え
る
と「
超
高
齢
社

会
」と
呼
ん
で
い
る
。

答

問答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

を
含
め
社
会
的
孤
立
を
予
防
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、ハ
イ
リ
ス

ク
者
、未
医
療
者
の
実
態
把
握
や

独
居
高
齢
者
に
対
す
る
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
等
の
取
り
組
み
、地

域
互
助
に
よ
る
支
え
合
い
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

■
そ
の
他
に
、県
内
学
校
で

の
教
員
不
足
に
つ
い
て
、令

和
５
年
度
施
政
方
針
に
関

連
し
た
質
問
も
し
ま
し
た
。

詳細は
動画から
チェック!

〈10〉

北中城村議会　3月定例議会　一般質問

座右の銘
かしくさやうつぐみどどまさる
（みんなで協力することこそ
　　　優れて賢いこと）の意

趣味
庭づくり

特技
クイズ

喜屋武 功　議員
きゃん 　　　 いさお

現
代
版
組
踊
「
護
佐
丸
」
を
進
め
る
べ
き

村
長
　財
政
的
に
厳
し
い
環
境

２０年以上ロングラン上演されている肝高の阿麻和利

　ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
喜

納
昌
吉
さ
ん
は「
自
分
た

ち
の
文
化
で
興
奮
す
る
こ
と
が

大
切
」と
説
き
、「
沖
縄
は
長
年
虐

げ
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
中

で
、ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
う
ま
く

自
分
を
隠
し
て
共
通
語
を
使
い
、

日
本
人
の
身
な
り
を
す
る
世
界

の
中
で
、沖
縄
文
化
を
背
負
い
沖

縄
を
丸
出
し
に
し
て
、人
気
が
出

た
私
に
皆
驚
い
た
は
ず
。私
は
自

文
化
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
発
展

形
を
創
り
上
げ
た
自
負
が
あ

る
」と
。

　急
速
に
変
わ
り
ゆ
く
時
代
の

中
で
、次
の
世
代
に
何
を
残
し
伝

え
て
い
く
か
、ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

と
し
て
の
気
概
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、特
に
我
が
村
の
歴
史

や
文
化
か
ら
地
域
へ
の
価
値
と

誇
り
を
見
出
す
政
策
的
な
取
組

み
が
必
要
。

　そ
こ
で
現
代
版
組
踊「
護
佐

丸
」を
進
め
て
い
く
よ
う
提
案
す

る
。う
る
ま
市
の「
肝
高
の
阿
麻

和
利
」は
こ
れ
ま
で
の
観
客
動
員

数
20
万
人
。※
①
ユ
ネ
ス
コ
未
来

遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。現

代
版
組
踊
が
文
化
産
業
に
な
り
、

文
化
が
観
光
に
な
り
、文
化
が
人

材
育
成
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
く
れ
た
。そ
う
い
う
意
味

で
は
文
化
事
業
に
は
お
金
が
か

か
る
が
、成
長
投
資
と
し
て
考
え

る
べ
き
。　斟

酌
は
し
て
お
り
ま
す

が
、現
行
の
段
階
で
は
財

政
的
課
題
が
あ
り
非
常
に
厳
し

い
環
境
に
あ
る
。

　学
校
現
場
に
不
審
者
等

が
侵
入
し
た
場
合
の
対

策
や
護
身
具
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は

ビ
デ
オ
学
習
後
に
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
お
り
、護
身
具

は
、※
②
刺
股（
さ
す
ま
た
）を
北

中
城
小
と
北
中
城
中
で
1
本
ず

つ
、島
袋
小
で
2
本
常
備
し
、防

犯
カ
メ
ラ
も
取
り
付
け
て
い
る
。

　1
本
、2
本
で
は
話
に

な
ら
な
い
。専
門
家
の
意

見
と
し
て
は
、刺
股
3
本
以
上
と

防
御
盾
等
も
常
備
し
、殺
意
を
持

つ
相
手
に
対
し
て
本
気
で
制
圧

す
る
と
い
う
気
持
ち
で
訓
練
等

も
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
。

　身
の
回
り
の
も
の
も
利

用
し
な
が
ら
、足
り
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
補
充
し
て
い

き
た
い
。　村

内
商
工
業
者
と
議

会
、行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
相

互
理
解
し
意
見
を
交
換
す
る
場

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

開
催
す
べ
き
。

　我
々
と
し
て
も
望
む
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
商
工
会
と
協
議
し
て
実

現
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問

問

問

答

答答

答

子
ど
も
た
ち
や
学
校

に
関
わ
る
安
全
上
の

取
組
み
は

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

の
開
催
は

用
語
説
明

※
①
ユ
ネ
ス
コ
未
来
遺
産
　未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く
た
め
の
地
道
な

努
力
を
続
け
る
人
と
活
動
に
対
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

※
②
刺
股
　相
手
の
動
き
を
封
じ
込
め
る
U
字
型
の
武
具
及
び
捕
具
。

問

詳細は
動画から
チェック!
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　昨
年
導
入
さ
れ
た
、

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー

ル
の
現
状
に
つ
い
て
。

　村
立
の
全
小
中
学
校
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、学
校
と

保
護
者
や
地
域
代
表
等
委
員
と

し
、「
わ
っ
た
ー
わ
ら
ば
ぁ
ー

た
ぁ
ー
、わ
っ
た
ー
学
校
」を

モ
ッ
ト
ー
に
学
校
に
お
け
る
課

題
や
情
報
を
共
有
し
、共
に
解
決

し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　わ
っ
た
ー
わ
ら
ば
ぁ
ー

た
ぁ
ー
、わ
っ
た
ー
学
校

と
は
。

　本
村
が
実
施
し
て
い

る
、北
中
城
村
学
校
支
援

地
域
本
部
事
業
の
学
校
支
援
活

動
が
評
価
さ
れ
、平
成
25
年
12
月

に
文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、翌
年
の
平
成

26
年
2
月
に
北
中
城
村
の
子
ど

北中城村議会　3月定例議会　一般質問

わったーわらばぁーたぁー、
わったー学校とは
村長　村全体が子ども達の成長に関わっていく

作
成
し
、そ
の
中
で
目
指
す
学
校

像
、例
え
ば
、授
業
が
分
か
る
。学

ぶ
こ
と
の
意
義
を
実
感
で
き
る

学
校
と
か
。目
指
す
児
童
像
と
言

え
ば
、物
事
に
全
力
で
取
り
組
む

子
ど
も
と
か
。あ
る
い
は
目
指
す

教
師
像
と
い
う
と
こ
ろ
で
、常
に

寄
り
添
う
教
師
等
、様
々
な
こ
と

を
計
画
し
て
い
る
。こ
れ
に
つ
い

て
も
学
校
運
営
協
議
会
で
共
有

し
、保
護
者
や
地
域
の
方
と
一
緒

に
な
っ
て
、実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
。

　
　

　北
中
城
中
学
校
で
は
、

35
人
を
超
え
て
い
る
ク
ラ

ス
が
あ
る
が
、今
後
は
35
人
学
級

を
実
現
す
る
た
め
に
、ク
ラ
ス
数

を
増
や
す
考
え
は
あ
る
か
。

　校
舎
の
建
築
で
6
ク
ラ

ス
分
の
教
室
は
準
備
さ
れ

て
い
る
の
で
、特
別
支
援
の
お
子

さ
ん
の
状
況
に
も
よ
る
が
、3
学

年
6
ク
ラ
ス
作
れ
る
よ
う
調
整

を
し
て
い
き
た
い
。 

座右の銘
袖振り合うも他生の縁

趣味
落語

特技
そろばん

平安山 和美　議員
へんざん 　　 かずみ

用
語
説
明

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
と
は
、学
校
運
営
委
員
会
を
設
置
し
た
学

校
で
学
校
と
地
域
住
民
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
、子
ど
も
達
の
よ
り
良
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
仕
組
み
の
こ
と
。

問問 答答

も
達
へ
の
関
わ
り
宣
言
と
い
う

事
で
、「
わ
っ
た
ー
わ
ら
ば
ぁ
ー 

た
ぁ
ー
、わ
っ
た
ー
学
校
」と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
生
ま
れ
た
。そ

の
内
容
と
は
、保
護
者
の
役
割
と

し
て
子
育
て
は
ほ
め
る
・
叱
る
・

見
守
る
・
抱
き
し
め
る
。地
域
の

大
人
と
し
て
声
を
か
け
て
、地
域

の
宝
、子
ど
も
達
。教
師
の
役
割

と
し
て
愛
情
を
も
っ
て
ほ
め
る
・

叱
る
な
ど
、明
文
化
を
し
て
い

る
。村
全
体
が
子
ど
も
達
の
成
長

に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
い
う
思

い
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　地
域
と
学
校
が
共
通
の

目
標
を
掲
げ
、育
て
た
い

子
ど
も
像
、目
指
す
べ
き
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
と
は
。

　各
学
校
に
お
い
て
、学

校
長
が
学
校
経
営
計
画
を

問

問答

全ての大人が子どもと
関わっていく事を誓った関わり宣言

答

詳細は
動画から
チェック!
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北中城村議会　3月定例議会　一般質問

座右の銘
高い木ほど風当たりは強い

趣味
談酒
（造語：飲みながら談ずる）
CAR DIY
園芸（果樹栽培）

特技
特になし

上間 堅治　議員
うえま 　  けんじ

幼
稚
園
バ
ス
9
月
か
ら
民
間
委
託
で
職
員
採
用
な
し

村
長
　他
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
同
じ
対
応
を
し
て
い
る幼稚園バス運転手は民間委託に

　幼
稚
園
バ
ス
運
転
手
の

雇
用
期
間
が
、令
和
5
年

8
月
末
に
な
っ
て
い
る
。バ
ス
の

運
行
業
務
は
残
る
は
ず
だ
が
、職

員
に
は
ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
、

真
摯
な
対
応
を
行
っ
た
の
か
。

　新
年
度
採
用
面
接
の
際

に
9
月
以
降
は
民
間
委
託

の
予
定
で
8
月
ま
で
の
任
用
期

間
の
募
集
と
説
明
を
し
た
。

　バ
ス
の
運
行
業
は
あ
る

が
、8
月
ま
で
の
任
用
期

間
で
9
月
か
ら
民
間
委
託
に
し

職
員
は
採
用
し
な
い
。こ
れ
だ
け

の
説
明
で
良
い
の
か
。

　他
の
※
会
計
年
度
任
用

職
員
に
も
同
じ
対
応
を
し

て
い
る
。特
に
問
題
は
な
い
。

　村
長
に
伺
う
。北
中
城

村
は
、こ
の
業
務
は
委
託

に
す
る
と
経
費
が
安
く
な
る
の

で
辞
め
て
も
ら
う
。と
い
う
事
は

こ
れ
か
ら
も
あ
る
の
か
。

　そ
れ
が
必
要
で
あ
れ
ば

あ
り
得
る
。た
だ
、執
行
す

る
に
は
、丁
寧
に
説
明
し
、生
活

も
し
っ
か
り
守
る
こ
と
も
必
要
。

そ
の
よ
う
な
話
も
や
っ
て
い
く
。

　課
長
の
答
弁
と
食
い

違
っ
て
い
る
が
、ど
こ
が

正
し
い
の
か
。

　教
育
委
員
会
と
し
て
は

全
体
と
の
平
等
性
を
考
え

て
い
る
。た
だ
継
続
し
て
事
業
が

あ
る
、職
員
の
生
活
も
あ
る
、そ

こ
は
丁
寧
に
説
明
を
す
る
。会
計

年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
は
平

等
に
取
り
扱
う
と
い
う
の
が
基

本
的
な
こ
と
で
あ
る
。

　委
託
に
す
る
と
2
0
0

万
円
程
高
く
な
る
。職
員

を
4
人
に
増
や
し
た
時
と
委
託

に
し
た
時
の
試
算
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
の
か
。

　予
算
も
念
頭
に
あ
り
ま

し
た
が
、懸
念
さ
れ
る
の

が
安
全
運
行
管
理
で
、朝
の
早
い

便
が
増
え
る
と
、職
員
の
負
担
が

増
え
る
が
、委
託
に
な
れ
ば
安
全

運
行
管
理
者
は
委
託
業
者
に
な

り
運
行
前
の
チ
ェ
ッ
ク
は
委
託

業
者
が
行
う
。

　現
在
、幼
稚
園
で
は
不

審
者
対
策
で
バ
ス
の
運
転

手
が
対
応
す
る
と
し
て
い
る
。委

託
に
な
っ
た
場
合
、委
託
先
の
派

遣
職
員
が
そ
こ
ま
で
対
応
で
き

る
の
か
。　防

犯
に
つ
い
て
は
危
険

を
伴
う
の
で
、強
制
は
で

き
な
い
。

　現
在
残
っ
て
い
る
職
員

が
9
月
以
降
の
業
務
を
引

継
ぎ
た
い
、と
い
う
事
に
な
っ
た

場
合
、村
と
し
て
ど
の
よ
う
な
協

力
が
出
来
る
の
か
。

　例
え
ば
法
人
化
に
向
け

た
作
業
で
知
識
の
提
供
と

い
っ
た
と
こ
ろ
は
十
分
出
来
る
。

教
育
委
員
会
は
第
一
と
し
て
安

全
運
行
面
を
強
調
し
て
い
た
、私

と
し
て
は
そ
の
あ
た
り
も
し
っ

か
り
や
っ
て
頂
き
た
い
。

問問

問問

問

答答

答答

答

答答

用
語
説
明

※
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、2
0
2
0
年
4
月
の
地
方
公
務
員
法
改

正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
。

問問

詳細は
動画から
チェック!
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　休
職
者
の
増
加
や
教
員

の
成
り
手
不
足
の
原
因

は
、教
職
員
の
業
務
過
多
が
大
き

な
問
題
で
あ
り
、抜
本
的
な
改
革

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
。

　
現
状
の
支
援
員
等
を
そ

の
ま
ま
継
続
し
て
配
置
し

て
い
く
と
い
う
事
だ
け
で
は
な

く
、他
の
情
報
を
取
り
入
れ
模
索

し
、も
っ
と
出
来
る
も
の
は
な
い

か
今
後
も
検
討
を
続
け
た
い
。

　教
員
に
関
し
て
は
時
間

が
無
く
、あ
ま
り
に
も
多

忙
す
ぎ
る
。教
員
の
業
務
を
再
度

見
直
し
、洗
い
出
し
し
た
方
が
良

い
と
思
う
が
。

　
様
々
な
支
援
、あ
る
い

は
学
校
職
員
全
体
組
織
と

し
て
、チ
ー
ム
と
し
て
全
部
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
形
で

支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
。

北中城村議会　3月定例議会　一般質問

教職員の業務過多は問題だ
教育長　チーム全体でサポートしている

　2
0
2
2
年
8
月
25
日

に
教
員
の
無
賃
金
残
業
を

止
め
さ
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら

提
訴
し
た
裁
判
で
東
京
高
裁
で

は
※「
給
特
法
」の
制
度
を
認
め
そ

の
訴
え
を
退
け
ま
し
た
。そ
の
中

で
教
職
員
の
業
務
で
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
例
と
し
て「
教
材
研

究
、保
護
者
対
応
、不
登
校
児
の

保
護
者
に
月
一
回
の
面
談
、教
室

の
整
理
整
頓
や
点
検
、掲
示
物
や

作
文
の
ペ
ン
入
れ
、提
出
物
の
内

容
確
認
、ド
リ
ル
や
プ
リ
ン
ト
、

小
テ
ス
ト
の
採
点
、ノ
ー
ト
の
点

検
や
添
削
、週
予
定
や
学
級
だ
よ

り
の
作
成
、学
校
行
事
の
準
備
、

パ
ト
ロ
ー
ル
、授
業
参
観
の
準

備
」こ
れ
ら
が
教
員
の
業
務
と
し

て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
の
例

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ん
で

す
が
、こ
れ
ら
は
教
員
の
業
務
で

は
な
い
の
か
。

　
今
、挙
げ
ら
れ
て
い
る

の
は
実
際
に
学
校
現
場
の

職
員
が
行
っ
て
い
る
職
務
と
し

座右の銘
実るほど
頭を垂れる稲穂かな

趣味
温泉巡り　

特技
誰とでも仲良くなれること

比嘉 正志　議員
ひが　　  まさし

用
語
説
明

※
給
特
法
と
は
、「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」の
略
称
で
、公
立
学
校
の
教
員
の
給
与
に
つ
い

て
定
め
た
法
律
。教
職
業
務
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て
手
当
な
ど
を
支
給

し
な
い
代
わ
り
に
給
料
月
額
の
4
％
を
教
職
調
整
額
と
し
て
支
払
う
こ

と
を
定
め
て
い
る
。

答

問問 答答

て
認
識
し
て
い
る
。

問

教職員の業務過多が懸念される学校現場

■
そ
の
他
に「
通
学
路
等
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
」「
会

計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇

に
つ
い
て
」も
質
問
を
し
ま

し
た
。

詳細は
動画から
チェック!
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北中城村議会　3月定例議会　一般質問

座右の銘
為せば成る
為さねば成らぬ何事も

趣味　
音楽鑑賞

特技　
歴史

名幸 利積　議員
なこう 　 としつむ

防
災
、防
犯
へ
の
取
り
組
み
は

村
長
　
特
定
防
衛
施
設
整
備
交
付
金
を
活
用
し
た
例
が
あ
る防犯灯の設置で安全安心な通学路を

　熱
田
や
屋
宜
原
で
防
災

無
線
の
不
具
合
が
起
き
て

い
る
。原
因
と
改
善
策
は
。

　
屋
宜
原
は
ア
ン
プ
の
設

定
変
更
や
ス
ピ
ー
カ
ー
の

増
設
を
行
っ
て
い
る
。熱
田
は

音
声
が
途
切
れ
る
不
具
合
が
あ

り
、対
応
し
た
が
改
善
さ
れ
ず
、

内
部
機
器
の
原
因
調
査
を
行
っ

て
い
る
。　自

治
会
所
有
の
街
灯
、

防
犯
灯
の
電
気
料
金
は
自

治
会
負
担
だ
が
、根
拠
は
何
か
。

ま
た
、負
担
軽
減
の
考
え
は
な

い
か
。　

電
気
料
金
に
つ
い
て

は
、明
確
な
根
拠
は
な
い

が
、多
数
の
市
町
村
同
様
の
維
持

管
理
の
認
識
で
あ
る
。負
担
軽
減

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　街
灯
、防
犯
灯
の
中
に
、

木
柱
で
老
朽
化
か
ら
危
険

な
も
の
も
あ
る
。自
治
会
で
の
撤

去
や
取
り
換
え
の
負
担
は
重
く
、

ほ
ぼ
不
可
能
と
考
え
る
が
。

　
新
規
設
置
や
改
善
は
村

で
の
対
応
可
能
で
あ
る
。

た
だ
、維
持
管
理
は
自
治
会
の
負

担
と
し
て
い
る
。

　街
灯
、防
犯
灯
に
充
当

で
き
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は

な
い
か
。　

特
定
防
衛
施
設
整
備
交

付
金
を
活
用
し
た
例
が

あ
る
。

　県
道
81
号
線
か
ら
和
仁

屋
入
口（
通
称
バ
ー
ケ
ー

ビ
ラ
）に
街
灯
、防
犯
灯
の
設
置

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
指
摘
の
場
所
付
近
に

は
、県
管
理
の
道
路
照
明

灯
が
あ
る
が
、長
期
間
故
障
し
て

い
て
、県
に
対
応
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　今
の
状
態
だ
と
時
間
が

か
か
る
。安
全
安
心
な
通

学
路
の
確
保
の
面
で
、教
育
委
員

会
は
、村
長
部
局
に
早
め
の
設
置

を
要
望
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
夜
現
場
も
見
て
、大
変

危
険
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、建
設
課
に
対
応
を
訴

え
て
い
る
。　村

民
に
税
収
と
地
方
交

付
税
で
誤
っ
た
解
釈
を
し

て
い
る
方
が
い
る
。自
主
財
源
と

地
方
交
付
税
を
問
う
。

　
基
本
的
に
課
税
を
し
っ

か
り
把
握
し
、税
収
を
上

げ
る
こ
と
が
責
務
。地
方
交
付
税

の
算
定
基
準
と
し
て
地
方
税
の

75
％
が
算
入
さ
れ
て
、残
り
25
％

が
自
由
に
使
え
る
留
保
財
源
と

し
て
確
保
さ
れ
る
。

　地
方
が
起
債
を
し
て
後

に
交
付
税
で
返
還
さ
れ
る

臨
時
財
政
対
策
債
は
、単
価
費
用

が
抑
え
ら
れ
満
額
措
置
に
至
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
元
利
償
還
金
が
20
年
間

で
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

基
準
率
は
国
が
決
め
て
、毎
年
変

わ
る
。単
価
に
つ
い
て
も
詳
細
は

把
握
で
き
な
い
。

問問

問問

問

答答

答答

答答

答答

用
語
説
明

※
地
方
交
付
税
と
は
、地
方
自
治
体
の
規
模
に
応
じ
て
、収
入
の
格
差
、

財
源
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
に
、国
税
の
う
ち
所
得
税
、酒
税
、法

人
税
、消
費
税
の
一
定
割
合
を
い
っ
た
ん
国
で
た
め
て
、各
市
町
村
に
配

分
さ
れ
る
税
の
こ
と
。

問問問

自
主
財
源
と

※
地
方
交
付
税
を
問
う

■
そ
の
他
に
、「
沖
縄
電
力

ガ
ス
管
工
事
」の
質
問
を
し

ま
し
た
。

詳細は
動画から
チェック!
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　村
の
婦
人
会
に
加
入
し

て
い
る
数
は
幾
つ
か
。

　喜
舎
場
と
仲
順
が
加
入

し
て
い
る
。

　婦
人
会
の
地
域
で
の
評

価
は
ど
う
か
。

　婦
人
会
の
地
域
で
の
評

価
に
つ
い
て
の
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
が
、各
自
治
会
活

動
報
告
に
お
い
て
、重
要
な
組
織

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　地
域
懇
談
会
は
前
村
政

時
代
か
ら
全
く
動
き
が
な

い
の
で
そ
れ
を
復
活
さ
せ
、婦
人

会
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
て
み
て

は
ど
う
か
。　地

域
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

北中城村議会　3月定例議会　一般質問

婦人会を盛り上げよ
村長　重要な組織と認識している

と
し
て
村
外
企
業
が
受
注
す
る

こ
と
が
多
々
あ
っ
た
も
の
と
理

解
し
て
い
る
。

　他
市
町
村
の
企
業
か
ら

北
中
城
村
は
草
刈
場
と
揶

揄
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
承
知
か
。

　直
接
話
を
聞
い
た
こ
と

は
な
い
。ど
の
よ
う
な
意

図
で
あ
る
か
を
含
め
て
承
知
し

て
い
な
い
。
　

　高
速
道
路
の
喜
舎
場
バ

ス
停
近
く
に
ま
だ
何
台
か

放
置
車
両
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
。

　令
和
3
年
度
よ
り
当
該

敷
地
の
放
置
車
両
に
つ
い

て
は
認
知
し
て
お
り
、過
去
に
は

13
台
存
在
し
て
い
た
が
現
在
4

台
認
定
し
て
い
る
。

北中城村公営墓地

座右の銘
生涯現役

趣味
読書

特技
特になし

比嘉 義弘　議員
ひが　　  よしひろ

用
語
説
明

※
北
中
城
村
公
営
墓
地
と
は
、墳
墓
地
及
び
納
骨
室
と
複
数
の
焼
骨

を
共
同
で
埋
蔵
す
る
合
葬
室
を
村
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
　・墳
墓
地

3
6
4
区
画・
納
骨
室
1
体
用
1
6
0
壇・2
体
用
1
2
0
壇・屋
内
外

の
参
拝
室
も
有
す
る
。

答答

問問問 答答答

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
動
き
始
め
て
約
1

年
経
過
し
て
い
る
が
、そ
の
目
標

は
達
成
さ
れ
て
い
る
か
。

　会
員
数
や
受
注
件
数
や

金
額
と
も
に
目
標
に
は
届

か
な
い
と
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、

初
年
度
の
取
組
と
し
て
は
評
価

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　駐
車
場
の
拡
大
の
考
え

は
あ
る
か
。

　令
和
4
年
度
よ
り
公
営

墓
地
の
供
用
開
始
を
行
っ

て
い
る
が
、今
後
見
極
め
な
が
ら

判
断
し
て
い
き
た
い
。

　お
墓
の
増
は
。

　現
状
の
公
営
墓
地
内
に

は
厳
し
い
。

　前
村
政
時
代
の
村
内
企

業
へ
の
発
注
状
況
は
承

知
か
。

　指
名
業
者
の
選
定
に
際

し
て
は
工
事
内
容
や
工
事

規
模
に
応
じ
た
資
格
要
件
を
満

足
す
る
必
要
が
あ
り
、そ
の
結
果

問

答答答 問問問

問 目
立
つ
放
置
車
両

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
状
況
は

※
公
営
墓
地
の
拡
充
は

村
の
建
築
、土
木
業
界

の
発
注
状
況
は

問

答

詳細は
動画から
チェック!
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北中城村議会　3月定例議会　一般質問

座右の銘
実るほど
頭を垂れる稲穂かな

趣味
旅行

特技
スキー

山田 晴憲　議員
やまだ 　 はるのり

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
達
を
救
え

村
長
　不
登
校
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
取
り
組
ん
で
い
る

　学
校
に
行
け
な
い（
不

登
校
）児
童
生
徒
数
と
主

な
要
因
は
。　北

中
城
中
学
校
15
名
、

北
中
城
小
学
校
10
名
、島

袋
小
学
校
2
名
。要
因
は
、コ
ロ

ナ
不
安
、家
庭
の
事
情
、そ
の
他

色
々
と
複
数
の
要
因
が
あ
る
。

　児
童
生
徒
に
ど
の
様
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い

る
か
。

　担
任
が
し
っ
か
り
温
か

く
受
け
入
れ
、教
室
に
入

れ
な
い
時
は
保
健
室
、相
談
室
等

で
※
教
育
相
談
員
が
対
応
し
、学

校
全
体
チ
ー
ム
と
し
て
不
安
に

さ
せ
な
い
よ
う
温
か
く
対
応
し

て
い
る
。　学

校
現
場
に
丸
投
げ
す

る
こ
と
な
く
、全
村
を
挙

げ
て
全
庁
体
制
で
取
り
組
み
を
、

学
校
に
行
け
な
い
児
童
生
徒
が

将
来
の「
引
き
こ
も
り
」「
生
活
保

護
世
帯
」予
備
軍
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、そ
の
他
に
児
童
生
徒
に
関

わ
る
諸
課
題
と
し
て
、令
和
2
年

度
児
童
虐
待
相
談
件
数
20
万
余

り
、自
殺
者
数
が
過
去
最
多
の
約

5
0
0
人
。村
長
の
施
政
方
針
を

見
ま
し
て
、「
共
生
の
ま
ち
」の
理

念
の
下
、「
村
民
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て
伺
う
。

　特
に
学
校
で
出
来
る
と

こ
ろ
は
徹
底
し
て
学
校
に

行
け
な
い
児
童
生
徒
を
未
然
に

防
ぐ
。ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、各

学
校
に
は
不
登
校
防
止
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
策
定
さ
れ
取
り
組
ん
で

お
り
、先
ず
は
学
校
に
行
け
な
い

児
童
生
徒
を
出
さ
な
い
、な
り
そ

う
な
児
童
生
徒
を
し
っ
か
り
と

支
援
を
し
て
い
く
。支
援
の
中

で
、先
生
方
で
は
不
十
分
、業
務

が
多
忙
に
な
る
部
分
を
私
達
行

政
が
支
援
、「
わ
っ
た
ー
学
校
」で

す
の
で
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
援

を
得
た
い
。　新

設
の
学
童
保
育
で
待

機
児
童
解
消
で
き
る
か
。

　新
学
期
待
機
解
消
の
見

込
み
だ
が
、令
和
6
年
度

以
降
も
待
機
の
可
能
性
が
あ
り

対
応
を
検
討
中
、北
中
城
小
学
校

区
は
、定
員
数
減
の
施
設
が
あ

り
次
年
度
待
機
発
生
が
予
想
さ

れ
る
。

　新
設
保
育
施
設
で
待
機

児
童
解
消
は
。

　令
和
5
年
度
申
し
込
み

に
1
歳
児
の
申
し
込
み
が

非
常
に
多
い
状
況
。各
施
設
の
定

員
数
と
比
べ
乖
離
が
あ
る
状
況

で
、現
在
、入
所
調
整
段
階
で
、1

歳
児
は
確
実
に
受
け
皿
が
足
り

な
く
、待
機
が
発
生
す
る
見
込

み
。定
員
だ
け
に
限
ら
ず
、保
育

士
が
確
保
で
き
ず
定
員
枠
を
埋

め
ら
れ
な
い
園
も
出
て
お
り
待

機
が
見
込
ま
れ
る
。

問問

問問

答

答答

答答

用
語
説
明

※
教
育
相
談
員
と
は
、不
登
校
の
相
談
、い
じ
め
や
生
徒
の
悩
み
、不
安
、

ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
の
相
談
や
話
し
相
手
に
な
る
こ
と
で
学
校
活
動
の

支
援
を
行
う
。

問

待
機
児
童
解
消
を

子育て世代を応援する確かなまちづくりを

詳細は
動画から
チェック!
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役
場
庁
舎
敷
地
内（
県

道
側
）に
村
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
村
の
花
ラ
ン
や
村
の
木

で
あ
る
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ク
タ

ン
を
も
っ
と
増
や
し
て
植
え
る

と
か
、村
の
花
木
で
あ
る
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
レ
ア
な
ど
を
植
え
て
う
る

お
い
の
あ
る
役
場
環
境
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。村
民
や
来
客
者
を

歓
迎
す
る
雰
囲
気
を
花
と
緑
で

お
も
て
な
し
し
た
い
。

　
今
は
予
算
等
の
確
保
も

な
い
の
で
、概
略
図
と
か

描
け
る
こ
と
で
前
向
き
に
考
え

て
い
る
。 

　
地
中
で
何
か
を
埋
め
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。電

線
や
配
水
管
が
通
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。で
も
大
き
な
鉢
と

か
で
工
夫
次
第
で
で
き
る
。

　
植
栽
が
可
能
か
、確
認

し
な
が
ら
に
な
る
。簡
易

的
な
ポ
ッ
ト
と
か
は
可
能
な
の

で
今
後
進
め
て
い
く
。

北中城村議会　3月定例議会　一般質問

役場庁舎敷地に植栽を
村長　イメージアップにつながり良い

で
は
35
人
を
上
限
と
し
た
少
人
数

学
級
を
実
施
し
て
い
る
。村
の
場

合
だ
と
中
学
3
年
生
と
い
う
こ

と
で
高
校
受
験
も
控
え
て
い
て

5
学
級
の
内
4
学
級
は
、35
人
を

超
え
て
い
る
。説
明
を
願
う
。

　
学
校
校
舎
の
建
築
上

は
、6
ク
ラ
ス
造
ら
れ
て

い
る
。特
別
支
援
学
級
の
増
、特

に
情
緒
の
生
徒
達
の
対
応
を
考

え
る
と
、学
級
配
置
の
数
が
少
し

足
り
な
く
な
っ
て
き
た
。通
常
ク

ラ
ス
と
特
殊
ク
ラ
ス
が
近
い
と

授
業
が
成
立
し
な
い
状
況
も
あ

り
、特
殊
学
級
に
充
て
た
。

　
現
在
各
小
中
学
校
の
ク

ラ
ス
担
任
の
充
足
率
は
、

何
％
か
。

　
　

　
小
中
学
校
の
ク
ラ
ス

担
任
の
充
足
率
は
、

1
0
0
％
で
あ
る
。

　
本
務
教
職
員
と
臨
時
的

任
用
教
職
員
の
数
は
。

花と緑で整備が進む役場庁舎側

座右の銘
メモこそ恩人だ

趣味
行事料理

特技
絵手紙

喜屋武 すま子　議員
きゃん 　　　 すまこ

用
語
説
明

※
教
職
員
の
働
き
方
改
革
と
は
、教
職
員
の
一
人
ひ
と
り
の
ワ
ー
ク・ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
沖
縄
県
が
策
定
し
た
プ
ラ
ン
で
①
学
校

運
営
体
制
の
改
善
、②
学
校
業
務
の
改
善
、③
教
育
委
員
会
に
よ
る
支

援
、④
部
活
動
の
在
り
方
の
見
直
し
の
4
つ
を
柱
と
し
た
取
組

答答

問問 答答

　
現
在
小
学
校
の
本
務
教

職
員
は
56
名
、中
学
校
が

29
名
で
85
名
、臨
時
的
任
用
教
職

員
は
、小
学
校
で
15
名
、中
学
校
で

11
名
で
26
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革

で
村
独
自
の
取
組
は
あ

る
か
。　

校
務
支
援
ソ
フ
ト
の
導

入
や
出
退
勤
シ
ス
テ
ム
導

入
な
ど
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
支
援
と
、村
雇
用
の
教
育
相

談
員
や
特
別
支
援
教
育
支
援
員

等
の
人
材
の
配
置
に
よ
る
支
援

が
あ
る
。　

療
養
を
取
っ
て
い
る
教

職
員
は
い
る
か
。

　
現
時
点
で
休
職
し
て

い
る
教
職
員
は
、9
名
で

あ
る
。

 

 

 

　
各
小
中
学
校
の
学
年
ク

ラ
ス
で
現
在
1
ク
ラ
ス
35

人
を
超
え
る
学
級
は
あ
る
か
。

　
中
学
校
で
4
学
級
あ

る
。

　
県
で
は
小
学
校
1
・
2

年
生
は
30
人
、小
学
校
3

年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生
ま

答答答

問

問問

問

40
人
学
級
と
※
教
職

員
の
働
き
方
改
革

問

問

答

詳細は
動画から
チェック!
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北中城村議会　3月定例議会　一般質問

座右の銘
なにくそ精神

趣味
スポーツ競技

特技
競輪

屋良 朝春　議員
やら 　　 ともはる

陸
上
競
技
場
の
整
備
が
必
要
だ

村
長
　課
題
は
あ
る
が
検
討
の
余
地
が
あ
る

   

陸
上
競
技
場
の
整
備
を

※
P
a
r
k
‐
P
F
I
制

度
を
活
用
し
て
整
備
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
が
い
か
が
か
。

　多
く
の
企
業
か
ら
意
見

を
聞
く
必
要
が
あ
る
。

　高
知
市
に
あ
る
施
設
は

自
転
車
競
技
場
と
陸
上
競

技
場
と
駐
車
場
が
一
体
化
に

な
っ
て
お
り
、広
域
な
面
積
の
確

保
が
い
ら
な
い
と
思
う
が
い
か

が
か
。

　こ
れ
ま
で
場
所
の
問
題

が
課
題
で
高
さ
で
カ
バ
ー

で
き
る
の
な
ら
検
討
の
余
地
が

あ
る
。

　
　
　

　P
a
r
k
‐
P
F
I
制

度
を
活
用
し
て
公
約
に
あ

げ
て
い
た
総
合
運
動
公
園
の
整

備
を
実
現
し
て
欲
し
い
が
。

　担
当
課
に
候
補
地
と
し

て
数
カ
所
あ
げ
て
く
れ
な

い
か
と
話
し
て
い
る
。

　

　村
内
農
家
の
負
担
軽
減

の
為
に
具
体
的
な
支
援

策
は
。

　営
農
指
導
員
が
毎
日
農

家
を
巡
回
し
て
、売
れ
る

野
菜
を
効
率
よ
く
生
産
出
来
る

よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　生
産
拡
大
の
支
援
と
し

て
、し
お
さ
い
市
場
に
コ

ン
テ
ナ
冷
蔵
庫
や
プ
レ
ハ
ブ
冷

蔵
庫
を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い

と
提
案
す
る
が
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　調
整
が
難
し
い
と
の
こ

と
で
実
際
は
ま
だ
認
め
ら

れ
て
い
な
い
状
態
。

　農
家
が
高
齢
化
し
て
い

く
中
、負
担
軽
減
や
若
手

の
事
業
継
承
者
を
増
や
し
て
い

く
為
に
も
ぜ
ひ
拡
大
拡
充
し
て

も
ら
い
た
い
。

　特
定
財
源
等
も
考
え
な

が
ら
、こ
こ
に
投
資
す
る

か
ど
う
か
は
検
討
す
る
。

問問

問

問

答答

答答

答答

用
語
説
明

※
P
a
r
k
‐
P
F
I（
P
‐
P
F
I
）制
度
と
は
、国
や
市
町
村
の
財

産
で
あ
る
公
園
を
よ
り
有
意
義
に
使
う
為
の
知
恵
や
運
営
ス
キ
ル
を
民

間
に
委
託
す
る
代
わ
り
に
、公
園
と
い
う
土
地
を
利
用
す
る
権
限
を
与

え
る
と
い
う
制
度
で
、運
営
側（
民
間
企
業
）は
収
益
の
一
部
を
公
園
の

管
理
費
と
し
て
還
元
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
。

問問 農
業
振
興
の
具
体
策

は

高知競輪場と施設の駐車場

詳細は
動画から
チェック!
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　表紙ページのシーサーは北中城村に
工房・窯を構えて23年この道30年余の
陶芸家伊達政仁（53）の作品。
　伊達さんは生まれが埼玉県さいたま
市浦和で、2000年から北中城村に仁陶
器工房を構え、北中城村文化協会陶芸
部に所属し作陶活動をする傍らあやか
りの杜や他の市町村で陶芸教室も開催
している。
　表紙ページのシーサーは安谷屋交差
点に鎮座するシーサーで、鋭い視線でド
ライバーの交通安全を見守っているこ
とから、今回伊達さんのシーサーを掲載
していますが、伊達さんは主に生活の中
で使いやすい日用雑器を中心に作陶し
ている陶芸家になります。
　伊達さんは幼少期から長年バイオリ

　表紙ページのシーサーは北中城村に
工房・窯を構えて23年この道30年余の
陶芸家伊達政仁（53）の作品。
　伊達さんは生まれが埼玉県さいたま
市浦和で、2000年から北中城村に仁陶
器工房を構え、北中城村文化協会陶芸
部に所属し作陶活動をする傍らあやか
りの杜や他の市町村で陶芸教室も開催
している。
　表紙ページのシーサーは安谷屋交差
点に鎮座するシーサーで、鋭い視線でド
ライバーの交通安全を見守っているこ
とから、今回伊達さんのシーサーを掲載
していますが、伊達さんは主に生活の中
で使いやすい日用雑器を中心に作陶し
ている陶芸家になります。
　伊達さんは幼少期から長年バイオリ

ンを習い、中学生の時は部活動で軟式
テニスをするなど音楽にスポーツに活
発に取り組んでいて、手先がとても器用
だったとのこと。いつの頃からか「もの
づくり」に興味を持ち始め、いとこが栃
木県で陶芸家であったこともあり、栃木
県窯業指導所に入所。陶芸家として第一
歩を進む。卒業後益子焼の工房で修行
しながら全国の陶芸を見て歩き沖縄の
陶芸に出合う。沖縄の風土と文化にも魅
せられ沖縄で活動することを決意。
　沖縄では壺屋焼の高安禧鸛（きかん）
氏に師事し６年間作陶活動をする。
2000年に風光明媚な中部の１軒屋で
陶芸が出来る場所が北中城村で見つ
かった。最初は大城、次に荻道に仁陶器
工房を構え現在に至る。
　今、何か挑戦したいことは、との質問
に「何十年ぶりの軟式テニスを始めた
い。それと北中城村でやちむん市を開
催し北中城村の焼き物を広め盛り上げ
ていきたい」と熱っぽく話していました。

ンを習い、中学生の時は部活動で軟式
テニスをするなど音楽にスポーツに活
発に取り組んでいて、手先がとても器用
だったとのこと。いつの頃からか「もの
づくり」に興味を持ち始め、いとこが栃
木県で陶芸家であったこともあり、栃木
県窯業指導所に入所。陶芸家として第一
歩を進む。卒業後益子焼の工房で修行
しながら全国の陶芸を見て歩き沖縄の
陶芸に出合う。沖縄の風土と文化にも魅
せられ沖縄で活動することを決意。
　沖縄では壺屋焼の高安禧鸛（きかん）
氏に師事し６年間作陶活動をする。
2000年に風光明媚な中部の１軒屋で
陶芸が出来る場所が北中城村で見つ
かった。最初は大城、次に荻道に仁陶器
工房を構え現在に至る。
　今、何か挑戦したいことは、との質問
に「何十年ぶりの軟式テニスを始めた
い。それと北中城村でやちむん市を開
催し北中城村の焼き物を広め盛り上げ
ていきたい」と熱っぽく話していました。

議長の
部屋

　専門家から多くの議会は執行部の追認議会だと揶揄されたりす
るが、本村議会はそうではなかった。３月３日～２４日（２２日間）の会
期で３月定例議会を無事終えた。今議会は新年度の予算審議が主
で多くの新規事業が上程されたが、２件の事業に対し議員から修正
案が出され、１件は否決、１件は可決された。討論においても賛成、

反対のそれぞれの立場で熱く議論する姿は久しぶりに見応えがあった。
　また、一般質問においても全議員が登壇し、当局を質す姿は頼もしく感じた。昨
年９月に当選を果たした新人議員も決算議会、補正予算議会、新年度予算議会と年
4回ある定例議会の内の３回を経験したことになる。これまでの経験から一般質問
においても落ち着いてしっかり質問が出来ており、議長としても嬉しく思う。今後は
予算書・決算書を研究し、より鋭い質疑ができるよう期待する。

北中城村議会議長
比嘉 義彦

職人さんこんにちは No.2

陶芸家 伊達 政仁
だ  て まさひと

　県
内
の
公
立
小
中
学

校
の
多
く
で
、4
月
10
日

に
入
学
式
が
行
わ
れ
、コ

ロ
ナ
対
策
の
マ
ス
ク
着

用
ル
ー
ル
が
緩
和
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、4
年
ぶ
り

に
多
く
の
1
年
生
が
マ

ス
ク
を
着
用
せ
ず
に
出

席
す
る
な
ど
よ
う
や
く

以
前
の
状
況
に
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。新
し
い
環
境
で
の
出

会
い
や
未
来
へ
の
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　誰
も
が
よ
り
自
由
に
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
、ま
た
健
康
で

安
心
し
て
日
々
を
過
ご
せ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　伝
教
大
師
と
し
て
も
知
ら
れ
る

天
台
宗
の
開
祖
最
澄（
さ
い
ち
ょ

う
）の
お
言
葉
に「
一
隅
を
照
ら
す
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

は
、学
校
や
職
場
な
ど
自
分
自
身
が

置
か
れ
た
場
所
で
、周
り
の
人
々
の

心
を
温
か
く
照
ら
し
て
あ
げ
る
と

い
う
事
で
す
。小
さ
な
こ
と
で
も
自

分
自
身
の
力
で
周
囲
を
明
る
く
照

ら
す
こ
と
が
で
き
る
。自
分
自
身
の

力
を
信
じ
、一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で

い
く
こ
と
で
、小
さ
な
光
が
や
が
て

大
き
な
光
と
な
っ
て
、そ
れ
が
積
み

重
な
り
世
の
中
が
良
く
な
っ
て
い

く
。そ
こ
か
ら
真
の
平
和
が
訪
れ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
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